アジア・ビジネス研究会への誘い(2018年用) 2018.6.22
ｱｼﾞｱ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ研究会(略称：ｱｼﾞｱＢ研)は､1978年創設の異業種交流会ＮＭＣ(ﾆｭｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾗﾌﾞ)の分科会の一つです。毎年､研究対象国を決めて､大使館員･留学生･研究者などの有識者を講師として招いてお話を聞き質疑応答したり､会員相互で勉強したことを報告しあったりして､その国について理解を深めていきます。その後、原則として､約１週間7泊9日乃至4泊5日程度の海外視察旅行を実施しています。事前に勉強会を8~9回開催しますので､通常の観光･視察旅行にはない旅を楽しめます。会員は,それぞれの経験と能力に応じて世話役として参加していただきます。旅行中に工場視察や懇談会を数カ所実施しますが､観光も朝から夕方まで専用ﾊﾞｽ(席は人数分の2倍確保)とｶﾞｲﾄﾞ･通訳付きで行い､食事も旅行社を通さず独自に選んだﾚｽﾄﾗﾝで摂りますから､濃度の濃い旅行を味わうことが出来ます。帰国後､視察団報告書を参加者が作成し､印刷･製本しています。この報告書は､1994年より国立国会図書館に納本されています。手造りの旅行ですから､視察先･懇談先など予定は出発直前まで決まりません。また､旅行は､航空機･専用ﾊﾞｽ･船･列車等を使用して､現地を多面的な角度から見るように計画しますが､参加者の健康状態を勘案して､ﾚｽﾄﾗﾝ･観光先などは臨機応変に変化するのが特徴です。
例会は､毎月第４水曜日の18:15より20:00まで､阿佐ヶ谷地域区民ｾﾝﾀｰ、高円寺北区民ｾﾝﾀｰ等に於いて､時間厳守で開催します。その後､約１時間､近くの居酒屋等でﾘｰｿﾞﾅﾌﾞﾙな料金での有志懇親会(酒飲料は各自精算方式)を開催しています。NMC会員の参加費は無料､非会員は1,000円。（但し､外部講師を招いた際は､参加者から謝礼として一人500～1,000円を集めています。非会員の旅行参加は１万円ﾌﾟﾗｽ）
これまでに、計28回の海外視察を実施しており､2018年は､ｲﾝﾄﾞが研究対象国です。皆様､この機会に是非ご参加ください。
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非会員の見学参加も1回認めていますので気軽に参加してください。但し、資料準備のために出欠連絡の励行をお願いします。詳しくは、NMCのHP（http:www.nmcnmc.jp）の毎月の｢活動概要｣や｢ｱｼﾞｱ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ研究会｣の欄をｸﾘﾂｸしてご覧ください。
 お問い合わせ先　代表世話役(石村：携帯℡:080-3543-7416又は、Email: stone-village@jcom.home.ne.jp　および　入船：携帯℡:090-8746-8208)まで。
